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二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
県
内
で
は

様
々
な
地
域
の
「
雛
」
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
や
ま
が
た
雛
の
み
ち
』
を

ご
参
考
に
、
雛
め
ぐ
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
三
十
一
号
で
す
。
。

次号の発行は三月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを

楽しみにしています。

■■■■
冬冬冬冬
のののの
ささささ
くくくく
らららら
のののの
展展展展
示示示示

参
加
施
設
に
冬
の
さ
く
ら
を
展
示
し
て
、
ひ

と
足
早
い
春
を
演
出
致
し
ま
す
。

★
御
殿
堰
各
店
舗
に
展
示

★
国
際
大
会
受
賞
品
種
「
山
形
お
ば
こ
」

を
岩
淵
茶
舗
に
展
示
※※※※

●
一
月
二
六
日
（
土
）
～
三
月
三
日
（
日
）

※※※※
二二二二
月月月月
上上上上
旬旬旬旬
かかかか
らららら
のののの
展展展展
示示示示
予予予予
定定定定
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私私私私
がががが
名名名名
付付付付
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るるるる
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らららら
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ペペペペ
ーーーー
ンンンン

『
冬
の
さ
く
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
参
加
施
設
ご

と
に
、
異
な
る
新
種
の
八
重
桜
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
名
前
の
無
い
桜
に
名
前
を
名
付

け
な
が
ら
、
街
な
か
歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。★

命
名
者
に
は
施
設
利
用
券
を
贈
呈

●
一
月
二
六
日
（
土
）
～
二
月
二
五
日
（
月
）

岩
淵
茶
舗
設
置
の
応
募
用
紙
に
記
入
し

応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
命
名
発
表
：
三
月
三
日
（
日
）

■■■■
日日日日
本本本本
一一一一
早早早早
いいいい
おおおお
花花花花
見見見見
会会会会

啓
翁
桜
で
冬
の
花
見
を
し
な
が
ら
、
地
酒
と

郷
土
料
理
等
を
楽
し
む
夕
べ

●
費
用
：
三
九
〇
〇
円

●
定
員
：
先
着
五
〇
人

●
場
所
：
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵

●
申
込
：
山
形
市
ま
る
ご
と
推
進
課

〇
二
三
（
六
四
一
）
一
二
一
二
（
代
表
）

■■■■
冬冬冬冬
のののの
桜桜桜桜
フフフフ
ェェェェ
アアアア
協協協協
賛賛賛賛
イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

★
十
日
市
「
桜
ど
ん
ど
ん
焼
」
の
振
る
舞
い

●
限
定
：
二
〇
〇
食

●
午
前
一
〇
時
～
整
理
券
配
布

●
場
所
：
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
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山
形
が
紅
花
の
大
産
地
に
な
っ
た
の
は
、
最

上
川
舟
運
と
北
前
船
に
よ
る
上
方
と
の
深
い
結

び
つ
き
に
よ
っ
て
紅
花
商
人
が
活
躍
し
た
こ
と

が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
紅
花
は
、
非
常
に
高
価
で
「
紅
一
匁

（
べ
に
い
ち
も
ん
め
）
金
一
匁
」
と
言
わ
れ
、
巨
万

の
富
を
築
い
た
豪
商
が
数
多
く
現
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
商
人
た
ち
の
戻
り
船
に
よ
っ
て
、
華
や

か
な
文
化
が
山
形
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
雛

人
形
も
そ
の
一
つ
で
、
今
も
県
内
各
地
の
旧
家

な
ど
で
大
切
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

●●●●
最最最最
上上上上
川川川川
なななな
くくくく
しししし
てててて
はははは
語語語語
れれれれ
なななな
いいいい

明
治
の
中
頃
ま
で
、
や
ま
が
た
の
主
要
な
交

通
機
関
は
最
上
川
舟
運
と
北
前
船
の
西
廻
り
航

路
で
し
た
。
最
上
川
を
使
っ
て
紅
花
や
青
苧
な

ど
の
物
資
を
京
ま
で
運
び
、
そ
の
帰
り
の
舟
に

よ
っ
て
上
方
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
大
石
田
は
舟
運
の
中
継
点
と
し
て

繁
栄
し
、
松
尾
芭
蕉
が
「
五
月
雨
を
あ
つ
め
て
涼

し
最
上
川
」
と
詠
み
、
歌
仙
を
残
し
た
場
所
で
も

あ
り
ま
し
た
。
古
く
か
ら
文
化
芸
術
へ
の
憧
憬

あ
つ
く
理
解
度
が
高
い
土
地
柄
で
、
仏
像
や
調

度
品
・
京
雛
な
ど
良
い
物
を
た
く
さ
ん
取
り
入

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
河
北
町
で
は
奥
羽
本
線
の
開
通
に
よ

り
物
流
の
拠
点
が
神
町
に
移
っ
た
た
め
、
か

え
っ
て
古
い
文
化
が
谷
地
に
残
さ
れ
、
お
雛
様

文
化
が
花
咲
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
谷

地
の
ひ
な
祭
り
」
は
山
形
の
ひ
な
祭
り
の
原
風

景
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

本
来
ひ
な
祭
り
と
い
う
の
は
、
厄
を
払
い
、
一

年
間
病
気
や
怪
我
が
な
い
よ
う
に
祈
る
も
の
で

す
。
そ
の
家
に
不
幸
が
あ
っ
た
翌
年
は
、
雛
飾
り

は
飾
ら
ず
、
お
雛
様
と
共
に
喪
に
服
す
慣
わ
し

が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
、
山
形
は
戦
争
に
よ
る
空
襲
が
な
く
、
街

並
み
が
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
貴
重
な
お

雛
様
も
数
多
く
蔵
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
各

地
域
で
代
々
飾
っ
て
き
た
お
雛
様
を
見
て
、
今

年
一
年
の
厄
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
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●●●●
享享享享
保保保保
雛雛雛雛

江
戸
中
期
に
流
行
し
た
高
さ
四
五
セ
ン
チ
～

六
〇
セ
ン
チ
以
上
の
比
較
的
大
型
の
雛
。
金
襴

や
錦
を
使
っ
た
豪
華
な
衣
装
と
、
面
長
の
顔
・

切
れ
長
の
目
が
特
徴
。

●●●●
有有有有
職職職職
雛雛雛雛

公
卿
の
装
束
を
有
職
故
実
に
基
づ
き
雛
に
仕

立
て
た
も
の
。
衣
冠
姿
・
公
卿
の
平
常
服
の
直

衣
姿
が
多
く
、
写
実
的
な
顔
の
彫
り
は
古
今
雛

の
原
型
に
。

●●●●
次次次次
郎郎郎郎
左左左左
衛衛衛衛
門門門門
雛雛雛雛

京
都
の
人
形
師
「
雛
屋
次
郎
左
衛
門
」
が
創
始

し
た
雛
人
形
で
、
江
戸
時
代
中
期
に
広
く
親
し

ま
れ
た
。
丸
い
顔
と
引
目
鉤
鼻
が
愛
ら
し
い
雛
。

●●●●
古古古古
今今今今
雛雛雛雛

写
実
的
な
顔
と
、
金
糸
や
色
糸
で
刺
繍
さ
れ

た
色
彩
豊
か
な
装
束
が
特
徴
。
両
目
に
ガ
ラ
ス

玉
や
水
晶
を
は
め
込
ん
だ
作
品
も
作
ら
れ
た
。

◆◆◆◆
冬冬冬冬
のののの
ささささ
くくくく
らららら
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ペペペペ
ーーーー
ンンンン
◆◆◆◆

近
年
、
冬
に
咲
く
桜
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
山
形
特
産
の
「
啓
翁
桜
」
。

こ
の
啓
翁
桜
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
山
形
市
の
中
心
市
街
地
の
各
施

設
に
冬
に
咲
く
桜
を
展
示
し
ま
す
。

ひ
と
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

ぶ
ら
り
街
な
か
歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■■■■
桜桜桜桜
メメメメ
ニニニニ
ュュュュ
ーーーー
のののの
提提提提
供供供供

参
加
施
設
の
飲
食
店
で
、
桜
や
春
を
テ
ー
マ

と
し
た
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
そ
ば
処
庄
司
屋
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
に
て
桜
の
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

（
一
月
二
六
日
～
二
月
二
八
日
）

そそそそ
ばばばば
処処処処
庄庄庄庄
司司司司
屋屋屋屋

さ
く
ら
御
膳
（
一
六
〇
〇
円
）

クククク
ララララ
シシシシ
ッッッッ
クククク
・・・・
カカカカ
フフフフ
ェェェェ

桜
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
五
〇
〇
円
）

★
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
飲
食
の
方
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
参
加
施
設
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

致
し
ま
す
。

享保雛

有職雛

次郎左衛門雛

古今雛


